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英語進行形の意味論

長谷川存古

o.序

英語の進行形はその歴史的起源についても意味についても，文法学者の

あいだでもっとも意見の分れてきた問題の一つである。いまこの形式の歴

史的起源と発展という通時的問題はひとまずわき，意味にかんしでもそれ

は時間あるいは動作の相の表現形式として TenseあるいはAspectの範時

に属するとされるのがふつうであったが，とはいえ学者の聞ではその厳密

な意味はもとより名称自体も千差万別で、あった。また我が国の細江逸記氏

は，このように進行形を時間の表現形式としての TenseあるいはAspect

とする一切の説に異議を唱え， Tenseの意味は時間とは無関係なりとする

氏の論の一環として，進行形をも一切の時間乃至時間意識と無関係である

とする説によって通説に挑んだ ~11

筆者はこれらの論を通観しつつ，（それを逐一紹介批評することは限ら

れた紙数の中では不可能であるが，）進行形の意味について自分なりの一応

の見解にたどりついた。とはいえこれが言語的直観に欠ける外国人として

の根本的弱点、をその出発点において持っているのではないかということを

おそれざるをえない。

ト進行形の用法と意義素

「進行形の意味」について論を進めるにさいして，筆者はまず＼「それが

いかなる発話の中で発されたものであろうと，一つの形態が常にもつ共通

の意味」という意味での「意義素」の存在を仮定しておきたいと思う。本
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論で「進行形の意味」とよぶのはこれである。もとよりこのような考え方

はたとえば進行形についても早くは Sweetの時代からあったのであるが，

これを「進行形の意味・用法」に対して「意義素」として明確に規定した

ものとしては国広哲弥「日英両語テンスについての一考記）がある。もと

より本稿は服部四郎，国広哲弥両氏によって体系的に展開されている131「意

義素論」の全体系を全面的に踏襲し，その上で論を進めようとするもので

はない。ただ言語研究の最新の段階において この意義素に相当する考え

方がもはや否定されているかに見えるが，筆者はこの問題の究明は次の研

究段階にゆずり，当面の進行形の検討はなおこの意義素の存在を仮定し，

それの究明を最終目標とするという段階でこの論のまとめをおこなったの

である。

すなわち，進行形の用法としてはたとえば
141 

(1) He is reαding the paper at this moment. [F. R. Palmer] 

のように「現在における動作の進行を表わす」とされるばあいもあれば，

また

(2) I卸 αscontini川 islyfailing ill. [lb id.] 

のように過去においてしつこくくりかえされた状態を，かなりの感情を伴

つてのべる場合もあるのであるが，これらの多様な用法の中で，すべての

進行形が共通に表現するものはなにかを探ろうとするのが本論の試みであ

る。以下で「進行形の意味」と呼ぶのは，このような意味で「意義素」と

呼ばれるものである。

2.進行形の用法の分類

上述のようないみでの進行形の意味を明らかにするためには，まず種々

の進行形の用法を，なんらかのかたちで整理することからはじめなければ

ならない。そのさい，種々多様な進行形の用法を，まず第一に単一の基準

によってすべて分類し，さらに感情表現等の付加的な意味が伴うぱあいにも，
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それは単一の基準による分類に上乗せする形で分類することによって，は

じめて英語の進行形の全用法の総合的な把握が可能で、はないかと考えられ

る。

ではこの場合，これらの全用法を把握分類しうる単一の基準とは何であ

るかといえば，それは時閣であろう。とはいえそれは進行形をとる動詞の

指示する動作・状態と発話の時点との客観的な時間関係ではなく，話者の

意識に表象された時間でなければならない。しかしながら，進行形の場合

問題となるのは過去，現在，未来という Tenseによって表現される時間

意識ではなく，進行形の発話にあたって話者によって表象される時点の数

あるいは時間のハパであると考えられる。これを基準として進行形の種々

の用法を観察すると，次のような分類組織が得られる。

A：単一の時点のみが表象されている。（5)

B：くり返しおこる多数の時点が表象されている。

B1：一定の条件のもとで規則的に反復する多数の時点

B2：不規則に分布する多数の時点

Bs：一定の時間ワクの中での無数の点、が表象されている。161(7) 

以上のように分類された進行形の用法は，それぞ、れ形態によって規定さ

れた現在・過去・未来の三つの Tenseをとりうる。この場合未来進行形は

{ ~~：~1} +be _ingと定義する。

以上の各分類項目に属する用法を例示すれば次のようになる。

④A 現在

(2) I’mmαking my voice as pleasant as I can. 

-Maugham: Our Betters 

④A一過去

これには進行形をとる動作が表象される時点、がワクとして明示されてい

る場合と明示されていない場合とがある。ワクが明示されているのは，（3)

のような場合である。
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(3) When I saw him, he ωαs running away [F. R. Palmer] 

これにたいして（4）の場合はどうであろうか。

(4) They 卸ereeating batter pudding and jam, when the boy 

jumped off his chair and stood perfectly st ill. 

-Lawrence: Sons and Lovers 

このばあい“when・・・…”の clauseはワクを設定する機能をもってはいな

い。しかしこのばあいの基準点が形態によって明示的に示されていないとは

いえ，それが， when-clauseによって示される食べる動作の中断の時点と

結果的にさしてへだたっていないこともまた事実である。（4）において im-

plicitな基準点は，子供が食べるのをやめて立ち上る直前にあると見られ

る。“Theywere eating batter pudding and jam，.＇’は中断される直前

の時点での菓子をしばし黙々と食べている状況を描写しており， commaが

わずかの時間の推移を表現したのち，“whenthe boy jumped off・・・…” 

が次の時点での食べる動作の中断と子供のあわただしい動作を叙述する。

また，時点がまったく表現されていない過去進行形も少なくない。次の

ような場合である。

(5）…・・・How cold and slimy the water had been. A fellow 

had once seen a big rat jump into the scum. Mother 

ωαs sitting at the fire with Dante waiting for Brigid to 

bring in the tea. She had her feet on the fender and 

her jewelly slippers were so hot and they had such a 

lovely warm smell!…・

-Joyce: A Portrait of the Artist as a Young M仰

これは主人公の意識の流れを描写した行文であって，“Motherwas 

sitting at the fire・・・…”は場面の突如の変更を示す最初の文であり，そ

の時点はなんら contextに示されているはずもない。

①A一未来

(6) Tomorrow we shαll be seeing him off to France. [Onions] 
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④B1 

(7) He’sαl初 αysreαding at meαls. [F. R. Palmer] 

(8) The poor dear is trying to propose to me every time 

he sees me and I’m doing all I can to prevent him. 

-Maugham: op. cit. 

(9) I wαs seeing him every dαy. [F. R. Palmer] 

④B2 

(10) She’s alwαys breαking things. [lb此］

(11) I wαs continuαlly fαlli時 ill. [Ibid.] 

④Ba 

(I~ And αll the time she was thinking how to make the most 

of what she had, for the children's sakes. 

5 

-Lawrence: op. cit. 

(12）は一見（10),(11）と同様の時間意識，すなわち不規則にくり返す多数の時

点を表象しつつ発話されているかのようであるが，しかし，（10),(11）と（12）の

あいだには明確な時間意識の差があると考えるべきであろう。（10),(11）の

‘always，，‘continually，等の副詞は，いうまでもなく literal な意味では

なく，いずれもこれらの動作・状態が不規則的にではあるが執劫にくりか

えされるごとを，t 反挽・嫌悪等の感情をこめて表現している。それに対し

て（12）の‘allthe time，は，もちろん彼女のここで述べられているような思

考の中断はあるにせよ（この進行形はこの思考がconsciouseffort によ

ってなされていることを示している）その中断は（10）はもとより（11）ともまっ

たく性質の巽るものであって，この場合の‘allthe time，は（10),(11）の

‘always，，‘continually，とはまったく対照的に Iiteral な意味と解してよ

い。すなわち，（12）で表象されている時間は， B2の場合のような不規則にく

りかえされる時点ではなく，一定期間にわたって間断なく連続する時間で

ある。とはいえこの場合に表象される時間と，単品邸邑去形が使用される場
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合に表象される時間との聞にはなんらかの差違があるともみられる。しか

じごの問題はいずれにせよA群に分類された進行形の基礎的な用法の検討

ののちに，はむめて考察されるべきものであろう。

3.進行形の意味

前章での進行形の各用法の，単一の基準による分類にもとづいて，第1

章「進行形の用法と意義素」でのべられたような意味での進行形の意味の

考察に進むわけであるが，，この場合その意味決定の最も有力な根拠となる

のは，進行形と単純形との対比である。そしてまず前章での分類によるA

群に属する進行形の基礎的な用法を検討することによって進行形の意味を

一応設定し，それがB群に属する用法にたいしでも有効で、あるか否かを検

討するという順序をふみたい。

したがってまず、単一の時点のみを表象するA群に属する進行形を，それ

に対応する単純形と対比することが必要になる。

3 .1.一般に完結動調の単純現在形は現在（拡大された現在）の習慣を叙

述する用法がもっとも多いのではあるが，しかし， A群の現在進行形と同

様に，現在という一時点を表象して発話される場合ももちろん存在する。

このような用法はつぎのようなばあいに見られる。

( i) (13) Here he comes. [Onions] 

(ij) ( i）をさらに典型化したものとして，アナウンサーによる実況放送が

ある。

(1心．・….and he pαsses the ball to Smith, and Smith scores! 

〔F.R. Palmer] 

(ii[;) みずから実演しつつその自分の動作を観客に確認させるための発

言舌

(15) I place the rabbit in the box and close the lid. 〔Ibid.]

(iV）動作の叙述ではなく，その発話自体が行為をなすもの
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(9) 

同 Inαme this ship the Queen Elizabeth. [J. L. Austin] 

(i/）動作の様態に興味の焦点がある場合，現在進行中の動作も単純形と

なる。

(1司 Hewalked all the morning. Look at the way he walks 

now. [F. R. Palmer] 

いまわれわれは進行形の意味を明らかにすることを目的として，現在進

行形と対応する単純現在形，すなわち現在進行中の動作が進行形でなく単

純形によって叙述される（Performative Utterenceの場合は特例である

が）ばあいを検討しているのであって，したがって非完結動詞の単純現在

形は当面は問題とはなっていない。

なお単純現在形には上述のような用法のほかに

(18) John enters through the window. [F. R. Palmer] 

のような「ト書き」と

(19) Principal Talks 〔毛利可信〕仰

のような見出しがある。このうちとくに（18）はその動作に対する関係の点で

さきにあげた単純現在形の用法のなかの(jト（iV）と関連性があると考えられ

るが，しかし， ト書きと見出しは現在として表象された時間における動作

・状態とは関係なく， timelessなものをただもっとも neutralなTense

としての単純現在形の形をかりで述べているにすぎないものであるから，

現在進行形との対比という観点からの単純現在形の用法からは除いたので

ある。

ところで現在進行形によって示される現在進行中の動作を，当の現在進

行形および単純現在形はそれぞれどのようにとらえているのであろうか。

これはとりもなおさず本論の目標とする問題であるが，まずとりあえずタ

テ軸を空間，ヨコ軸を時間とした2次元の座標面を設け，そこに完結動詞

の示す一個の運動をグラフで示すとグラフ 1のようになる。

ここで（1札（14),(15), (17）に例示されたような用法においてこれらの単純形は
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ti t 

時間

グラフ 1

この動作f(t）をいかにとらえて叙述しているのであろうか。

一つの見方は，進行形がこれらの動作を一つの時点からとらえているの

にたいして，（1心，（15）のような単純形の用法の場合は動作の進行と平行して

発話がおこなわれるから，グラフ 1で左から右ヘ移動するt1 にしたがっ

て， f(t）そのものがありのままに記述され，したがって進行形をとらない

というものであろう。

しかし，ここで注目すべきは，（16）の発言行為における単純現在形である。

ごの動詞‘name’は，命名という行為を記述するのではなく，この発話白

体が命名行為そのものであるという関係にある。したがってこの場合はグ

ラフ 1のような，一定の時間のハパをもった動作f(t）は存在しない。ここ

で問題となるのは，（13),(14), (15）の場合にも，叙述と発言行為との差があるに

もかかわらず，動作のとらえ方は発言行為の場合と同じではないかという

ことである。そしてこのような意味での動作のとらえ方の問題は，通常現

在形についていわれる Aspectの対立とも異っているようである。（ll)

ここで，過去時制に目を転じて，ここに進行形と単純形との対比の問題

を解決する手がかりを探ろう。
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3. 2.前節でわれわれが問題にした，一定時間にわたって様々な局面を示

しつつ進行完結する動作を，単純形動詞はいかにとらえて叙述しているの

かという問題は，過去形の場合Aspectの問題として早くから論ぜられて

きた。すなわち Aoristと Imperfectの二種の過去の区別であり，

KruisingaはこれをそれぞれNarrative,Descriptiveと日子んだ。（1司 わカf

国では細江逸記氏が「直断性の“Past”」と「低回性の“Past，，」としてこ

の三種の過去の対比を主張している。 氏によれば「直断性の“Past”」

は「その表示する事件を簡明率直に陳述し，一気にこれを片付けて仕舞ふ」

のに対し，「低回性の“Past，，」は，「或事柄を述ぶると共に，それをよく噛

みしめて昧はふ様な気持を伴うものである。」11耳

ここで氏のあげておられる二種の Pastの例をそれそれれ一例ず、つ再引用

する。

Perfect （直断性の“Past”）

位。 The Russians, badly led and dishonestly provisioned, 

were beaten on land and sea. The Russian Baltic Fleet 

sαiled round Africa to be utterly destroyed in the Straits 

of Tsushima. A revolutionary movement among the com-

mon people of Russia, infuriated by this remote and 

reasonless slaughter, obliged the Tsar to end the War 

(1905); he returned the southern half of. Saghalien, which 

had been seized by Russia in 1875, evαcuαted Manchuria, 

resigned Korea to Japan. The White Man was beginning 

to drop his load in eastern Asia. 

Wells, The Outline of History 

Imperfect （「低回性の“Past”」）

。1) There wαs a soundぱ revelryby night, 

And Belgium's capital had gather' d then 

Her Beauty and her chivalry, and bright 

The lamps shone o’er fair women and brave men; 



10 

A thousand hearts beat happily; and when 

Music aros~ with its voluptuous swell, 

Soft eyes look’d love to eyes which spake again, 

And all went merry as a marriage bell. 

-Byron, Chi/de Harold 

ここでは動調の完結・非完結の別がなされず，「低回性の“Past”」には

両種の動調がともに入れられているが，われわれにここで関心のあるのは

完結動調による「低回性の“Past”」である。

この二種の Pastをグラフ 1との関係で見ると次のようにいえるのでは

ないか。

時間の推移にしたがってさまざまな局面を示すーっの動作f（めを，その

あるがままにじっくり観察して記述するものこそ Imperfect に属する

Pastである。それにたいして「直断性の“Past”」の方は，このようにさ

まざまな様態をある場合にはごく短時間であるとはいえ一定の時間の推移

のうちに示すーっの動作を，もはや時間的ハパと空間的ひろがりを捨象し

た単一の「点」のごとくに指示するものであって，このような把握のしか

たを前者と同ーのグラフ 1を使って表わすことはできない。「直断性の

“Past”」にあっては一つの動作は二次元座標面上で一つの点として把握さ

れているのである。

3. 3.ではグラフ 1で図示された運動をそのままに記述する「低回性の

“Past”」と， 進行形（この場合は過去進行形）との関係はどのようなも

のであろうか。この問題を明らかにすることによって，本論の目的である

「進行形の意味」を明らかにすることができると考えられる。この問題を

検討するにあたって，次の一対の対照的な文が，恰好の用例を提供してく

れるようである。
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白司 She sat down next to a girl very much her own age 

who wαS reαding Anna Lombard in a cheap, paper-covered 

edition. 

11 

-Mansfield: The Tiredness of Rosabel! 

(23) She glanced at the book which the girl read so earnestly, 

mouthing the words in a way that Rosabel detested, 

licking her first finger and thumb each time that she 

turned page. 

-Ibid. 

この二文は同一短篇中の同一場面を描いており，わずかに聞をおいて相

次いで、現われる。

ここで共に現在進行中の「読む」動作を叙述しながら， 一方は進行形，

他方は単純形となっているのは，そこにどんな相違があるのだろうか。

この間）は，“soearnestly・・・・・・”以下の詳細な MannerAdverbials が

付随していることをみても，細江氏が，「低回性の“Past"J と呼んだもの

の典型であろう。この場合，これをグラフ lにてらせば，この単品お邑去形

“read”は，生き生きと揺れ動く‘reading’の動作f（訪を，基準点 tiを中

心としてありのままに描写したものということができる。

それにたいして（22）の進行形は何を表現しているであろうか。ここでまず

注目すべきは進行形の形式be+ _ingそのものである。

進行形は，動作の進行を示すものでありながら，その形態は明らかに英

語の特徴である静態表現なのである？で、はこの進行形における静態表現は

何を表現しているのであろうか。ここで注目すべきは仰の単品部品去形が豊

富な MannerAdverbialsを伴っているのとは対照的に， 仰の進行形が

Manner Adverbialと共起していないことである。

これは一見paradoxicalであるが，ここに進行形の本質をうかがうこと

ができるのではないか。すなわち進行形が静態表現であるという場合そこ

に示された静態は決して動作そのものの持続の静態的な表現ではなく，あ
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る一時点においてその動作を静態化することによって，逆にその動作の生

々躍動する dynamismを表現するのである。 (22）の場合にも，仰とは異りヒ

ロインが腰をおろした時点でのとなりの少女の運動それ自体が叙述されて

いるのであって，その運動の様態を述べる機能は進行形にはないのである。

このように見てくれば，もはや結論は明らかであろう。 dynamicな運動

を，ある一時点における静態として表現し，それによって逆にその運動の

dynamism自体に表現を与えるというのが進行形のはたらきであるとする

ならば，このようにして表現されたものはグラフ 1の運動f(t）にとって何

なのか。それは時点 tiにおける f(t）の微係数｛＇（ ti）であろう。

一般に進行形が勤作の進行や継続を表わすといわれるのは，厳密に解釈

すれば上述のようなことではないだろうか。実際， be動調による静態表現

によって，動作の進行が表現されるというのは，このようなメカニズムな

くしては考えられないのではないか。

このように見てくれば，

。4) He lives somewhere near Kobe. 

(25) He is now living with his relations. 

〔毛利可信〕日司

の二文を対照したとき，制が単に住所を示す文であるのにたいして，側が

暮しぶり全体を叙述する文であり，しかもそのような生活が一時的なもの

であることを示していることもおのず’と明らかになる。（24)における非完結

動調‘live’は，それ自体がすでに静態を表現している，すなわちグラフで

いえば直線を表現しているから，それを微分する必要がない。すなわち進

行形とならない。それにたいし（却の定結動調‘live’は，進行形となってい

ること，すなわち微分されてはじめて静態化することによって，逆にその

‘live’によって叙述される動作自体は，生々流動する「生活そのもの」で

あることを表現し，また，そのような dynamicな運動としての生き方であ

るから，やがては終熔停止に向うことをも示しているのである。
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3. 4.前節では，まず過去形に目を向け，単品お晶去形をまず「直断性過去」

と「低回性過去」に分類し，低回性過去と過去進行形とを対比することに

よって，過去進行形をグラフ 1における微係数 f'(ti）の記述と認めたので

あるが，次に（13ト（17）に例示した単品担見在形についてはどうであろうか。

この場合にも，グラフ 1のf(t）自体を記述したとみられる，いわば「低

回性現在」とも呼ばれるべきものと，もはや指示する動作をグラフ1の座

標面上の一点、としてしか把握しない「直断性現在」とも呼びうるものとが

あると考えられる。そして，（13ト（17）に示された用法についてみれば，（17）の

みが，「低回性現在」にあたり，他はすべて「直断性」ということができる。

(17）について注意すべきは，

位。 Hetα／ks like an expert. [F. R. Palmer] 

のような例は，（17）に類似してはいるけれどももはや彼の属性を示す文であ

って，時間意識においても（17）とは異っていることである。

これにたいして，眼前に「彼」の歩くのを見ながら発された（1力は，時間

意識において

(1) He is reαding the paper at this moment. 

と同一で、あり，したがって，（1）を（17）と対比することによって「進行形の意

味」の究明が可能で、ある。そして，この場合にも過去形の場合とまったく

同様の結論が導かれるであろう。

4.進行形の意味（つづ、き）

前章ではA群に属する進行形の用法について，それカf何を記述している

かを考察したのであるが，つぎに，この進行形の基礎的な用法の検討から

得た結論を，同時に多数の時点を表象して発話されたと考えられたB群の

用法へも敷街しうるか否かを考えてみる。

(27) I’mα！ways breaking the crockery. [F. R. Palmer] 

これは本論での分類によればB2群に属する用法であって，ここで示され
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ている時間のハパは習慣を示す単純形とさして異ならないと考えられる。

F. R. Palmernroは彼の進行形についての‘limitedduration，という規定か

ら，白7）のような用法をはずしている。

国広哲弥氏はこれにたいし，氏の進行形の意義素 (limitedduration）を

設定するにあたって，位7）をも，このような行為がつづく期聞が限られてい

るのだと解釈しようとされる？たしかにそれは単純形による習慣の叙述に

くらべれば限られているであろうが，しかし，“always”が挿入されてい

ること，また nativespeakerによってそれが一般のlimiteddurationを示

す進行形のワク外に位置づけられていることを考えれば，氏の解釈は，進

行形の用法の多様さを総体的かつ統一的に把握したものとはいえないので

はないか。

必要なことは，（27）のような用法で示されている時間のハパは習慣を表わ

す単純形の場合の「拡大された現在」と本質的に異ならないにもかかわら

ず，それが単純形とことなった特異な意味（多くの場合不快感等）を表現

しうるのはなぜかを明らかにすることである。

この問題はすでに，第3章でおこなった分類で結論の前半を示したので

あるが，

側 Iα／waystake sugar in tea. 〔F.R. Palmer] 

で表象されているのが「拡大された現在」それ自体であるのにたいして，

(27）ではそのような行為をおこなう各時点、が意識されていると考えられるべ

きではないか。 Sweetの次の文もまさにそのことを示している？）

When a definite tense is used in a context implying 
repetition, the definite tense does not share in this meaning 
(for repetition is expressed by indefinite tenses,) but keeps 
its own; thus his temper only failed him when he was being 
nursed means‘on each occasion when he was being nursed' 
-that is, the definite tense applies to each of the repeated 
phenomena singly. 



英語進行形の意味論 15 

このように見れば，前章で得たA群の用法の進行形の意味についての結

論，すなわちそれは微係数 f'(ti)を記述するとの結論は，そのままB群の

用法にたいしても適用でき，しかもその単純形との相違を把握できると考

えられる。すなわち， lnを（27）で話者がせと物をこわす各時点のうち任意の

一点とすれば，（却で表現されているのはそれら ［＇( t n）の集合である。

（グラフ 2参照）

空
間

クやラフ 2

、 一ー’. -『・．． 
，・・・・・ー

時間

このように，いくつかの時点において，時間の関数としての動作をその

微係数によって静態的にとらえて叙述した進行形が単純形に比して多くの

感情をもりこんだ表現となるのは当然であろう。ここで注目すべきは，（23)

での「低回性の Past」‘read’が多くの manneradverbialsを伴って「彼

女」の「読書」という行為の様態とそれに対する観察者の感情を明示的に

示しているのにたいし，（27）のような進行形の場合は，感情は常に‘imply’

されるのみであるということである。

低回性の単純形がf(t）それ自体を，その様態を Adverbialで示しつつ記

述するのに対し，進行形は微係数を記述するのであるから，それには

Manner Adverbialが伴うことは不可能で、あるかわりに，その進行形自体
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に感情をこめることが可能となるのである。

最後にBs群に属する（12）のばあいaはどうであろうか。

(12) And all the time she ωαs thinking how to make the most 

of what she had, for the children's sakes. 

一一Lawrence:op. cit. 

このばあいは，「f皮女」の‘consciouseffort，を注いだ思考を，時間の関数

y=F（ のとすれば，（l~の進行形によって記述されているのは，導関数F'(t)

と考えられる。 このとき， “all the time" によって指示された範囲の

任意の tiに対して， y=F(t）の接線

y F( ti) = F' ( t 1) ( t ti) 

が得られ，このようにして，彼女の心血を注いだ‘thinking’が，単純形

“she thought，，より，はるかに vividに表現されているメカニズムに迫り

うる。

5.結論

これまでに見てきたように，進行形の使用によって記述されるものはA

群， B群の用法を間わず，時間の関数としての動作の，話者によって表象

された時点、における微係数である。したがって単純形の動詞による動作の

表現を進行形の表現にかえることは，その動作を微分することだと考えら

れる。これが第 2章で定義した意味での「進行形の意味」に他ならない。

このようにして，進行形の意味は，これが指示する動作そのものの性質

に帰せられるべきではなく，話者の意識におけるその動作のとらえ方であ

ることが明らかとなった。

さいごに，進行形と Aspect,Mood, Tenseとの関係を概観しよう。動

作の進行を表わすという意味での DurativeAspectと進行形との関係を見

ると，これまでに見てきたように進行形は動作の進行そのものを叙述する

ための形式ではないから，進行形はこのような意味での Aspectに属する
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範時であるとはいえないであろう。

進行形と Moodとの関係についてみると，細江氏の「集注叙述」の理論は，

それがいかなる意味での「集注」であるかが，それ以上つっこんで明らかに

されていないという点で問題であろう。それは氏がこの問題から時間概念

を一切追放したことの結果であって，やはり，進行形は時間関係そのもの

を表現するものではないとしても，その「集注」が，依然として時間を媒

介とした「集注」であることは否定できないのではないか。したがって細

江氏のごとく進行形を時間と一切無関係という意味での Moodととるのは

やはり飛躍があるのではないか。

また進行形は完了形とはことなり，時間関係そのものを表現するもので

はないから，これを意味的ないみでも Tenseととることはできない。

このように見てくると，進行形はいかなる範時に入るものかが改めて問

題となるが，やはり時間関係を媒介としつつも動作にたいする主体的とら

え方を表現するという意味で広義の Moodに属すると見るのがもっとも妥

当ではないだろうか。

なお完了進行形，「いいかえJの進行形，完結動詞と非完結動詞の問題な

ど残された問題は多いが，これらについてはなお今後を期したい。
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